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5面 石川県内に残された「戦争碑」と憲法 

                   佐藤公男 
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  〝ついに実現〟子どもの医療費窓口無料化 

                  中谷松助 
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 2020 年 12 月 20 日 月刊第 269 号  

1面 核兵器禁止条約発効おめでとうアクション 

2面 2020年日本平和大会・参加報告 柴原和美 

4面 「日米開戦の日」について考える 須藤春夫  

4面 編集者・大川陽一さんが語る「記憶の灯り  

希望の宙へ」               神田順一 

    

    

 

 

 

非核・いしかわ 
〒920-0848金沢市京町28-8 石川民医連労働組合気付 

非核の政府を求める石川の会 

TEL 076-251-0014   FAX 076-251-3930 

http://hikakuishikawa.com/ 
  

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

核兵器禁止条約の署名は 85 か国、批准は 50 か国（12 月 15 日現在） 

7面 ＜独標＞ サイタ サイタ   新保美恵子 

    非核・平和の掲示板 

8面  いしかわの戦争遺跡めぐり     中西  優 

    絵手紙コーナー        広瀬勝子 

    被爆証言紙芝居   

一
二
月
八
日
を
前
に 

考
え
た
。
一
九
四
一
年
そ

の
日
の
朝
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
も
し
自
分
が
聞

い
た
ら
ど
う
思
う
か
。
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
か

と
気
を
引
き
締
め
た
だ
ろ
う
か
。
緒
戦
の
戦
勝

報
道
に
浮
か
れ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
先
の

見
え
な
い
不
安
に
駆
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
▼
学

校
で
戦
争
に
つ
い
て
学
ん
だ
時
、
親
に
な
ぜ
戦

争
に
反
対
し
な
か
っ
た
の
か
と
問
う
て
、
反
対

な
ん
か
で
き
る
訳
が
な
い
と
一
言
で
片
づ
け

ら
れ
た
。
戦
時
の
国
民
は
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

が
、
侵
略
し
た
他
国
民
衆
に
加
害
者
と
し
て
振

る
舞
っ
た
の
も
事
実
だ
。
で
は
当
時
の
一
般
国

民
に
戦
争
の
責
任
が
本
当
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
▼
浅
田
次
郎
は
小
説
の
中
で
、
闇
市
に
立

つ
帰
還
兵
に
「
眼
も
耳
も
そ
が
れ
て
考
え
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
。
内
地
で
は
食
え
な
く
し

と
い
て
満
州
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
軍
隊
は
理
不

尽
な
命
令
で
も
〝
上
官
の
命
令
は
朕
の
命
と

思
え
〟
と
絶
対
服
従
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
そ
の

ど
こ
に
責
任
が
あ
る
の
か
」
と
語
ら
せ
た
▼
あ

の
日
か
ら
七
九
年
が
経
過
し
た
。
政
権
が
庶
民

の
生
活
を
削
っ
て
戦
争
の
準
備
を
進
め
よ
う

と
誰
も
が
知
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
声
を
あ
げ

な
い
ま
ま
で
流
さ
れ
た
と
す
る
と
後
世
に
責

任
が
生
ず
る
。
「
知
ら
な
い
う
ち
に
戦
争
が
や

っ
て
き
た
」
、
今
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
莇

昭
三
先
生
の
痛
苦
の
教
訓
で
あ
っ
た
。
自
分
の

子
や
孫
ら
に
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
は
語
れ

ま
い
。
（
Ｉ
記
） 

 

花
鳥
風
月 

http://hikakuishikawa.com/


（2）2020 年 12 月 20 日                 非核・いしかわ                     第 269 号          

一
一
月
二
一
日
、
「
な
く
そ
う
！
日
米
軍

事
同
盟
・
米
軍
基
地
２
０
２
０
年
日
本
平
和

大
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。
全
国

で
五
〇
〇
ヵ
所
、
県
内
で
も
五
ヵ
所
の
会
場

で
視
聴
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
日

本
平
和
大
会
は
、
沖
縄
や
神
奈
川
な
ど
国
内

の
米
軍
基
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ

て
き
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
形
態
で
の
開

催
は
勿
論
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。 

 

今
回
の
平
和
大
会
に
は
、
交
通
費
な
ど
の

費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
県
内
か

ら
は
昨
年
の
沖
縄
で
の
大
会
参
加
者
の

二
・
五
倍
の
一
八
人
の
視
聴
参
加
と
な
っ
た
。 

 

主
催
者
挨
拶 

 

市
民
の
力
で
政
治
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
る 

 

日
本
平
和
委
員
会
の
千
坂
純
事
務
局
長 

が
、
主
催
者
報
告
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

危
機
の
下
、
世
界
と
日
本
の
進
路
が
問
わ
れ 

て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の
中
で
「
核
兵
器
禁 

止
条
約
が
来
年
発
効
す
る
こ
と
で
、
核
保
有 

        

国
と
そ
の
軍
事
同
盟
国
は
孤
立
を
深
め
ざ 

る
を
得
な
い
。
核
兵
器
と
軍
事
対
決
の
悪
循

環
か
ら
の
脱
却
の
方
向
こ
そ
未
来
が
あ
る
」 

と
展
望
を
述
べ
た
。
ま
た
、
菅
政
権
が
す
す

め
る
沖
縄
・
辺
野
古
や
鹿
児
島
・
馬
毛
島
で

の
基
地
建
設
の
ご
り
押
し
や
「
敵
基
地
攻
撃
」

の
具
体
化
、
日
本
学
術
会
議
の
会
員
任
命
拒

否
な
ど
を
批
判
し
、
「
背
景
に
あ
る
日
米
軍

事
同
盟
か
ら
の
離
脱
を
今
こ
そ
求
め
て
い

こ
う
」
と
強
調
。
そ
し
て
、
「
異
常
な
米
軍

優
先
国
家
の
あ
り
方
の
是
正
を
求
め
る
」
取

り
組
み
や
「
日
米
地
位
協
定
抜
本
改
定
を
求

め
る
運
動
を
広
げ
る
」
「
市
民
と
野
党
の
連

合
政
権
を
創
り
出
す
」
な
ど
の
取
り
組
み
を

強
め
よ
う
と
提
起
し
た
。 

 

海
外
代
表
の
発
言 

米
国
の
危
険
な
戦
争
準
備
を
阻
止
す

る
た
め
に 

 

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ル
ー
ス
・
ギ
ャ
グ
ノ
ン
氏

（
宇
宙
空
間
に
お
け
る
兵
器
お
よ
び
原
子

力
に
反
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
は
、
「
バ
イ
デ

ン
政
権
と
な
っ
て
も
、
『
ミ
サ
イ
ル
防
衛
』

シ
ス
テ
ム
で
ロ
シ
ア
と
中
国
を
包
囲
し
、
核

戦
争
を
起
こ
す
こ
と
も
い
と
わ
な
い
方
向

が
維
持
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
危
険
な

戦
争
準
備
を
拒
否
す
る
た
め
に
、
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
は
じ
め
世
界
中
の
平
和
を
求

め
る
人
々
が
環
境
保
護
や
社
会
正
義
の
運

動
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
を
強
調
し
た
。 

 

勝
利
へ
の
道
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な

い
こ
と 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス

氏
（
非
核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合
事
務
局
長
）
は
、

「
二
八
年
前
に
米
軍
基
地
を
撤
去
さ
せ
た

が
、
中
国
封
じ
込
め
を
目
的
に
米
国
海
軍
艦

船
を
修
理
す
る
施
設
を
建
設
し
戻
っ
て
こ

よ
う
と
し
て
い
る
。
挫
け
ず
に
、
勇
気
と
希

望
を
持
っ
て
抵
抗
を
続
け
て
い
こ
う
」
と
述

べ
た
。 

 

人
間
の
安
全
保
障
に
も
と
づ
く
平
和

的
協
力
の
枠
組
み
づ
く
り 

 

韓
国
の
イ
・
ジ
ュ
ン
キ
ュ
氏
（
韓
信
大
学

統
一
平
和
研
究
院
上
級
研
究
員
）
は
、
「
朝

鮮
半
島
の
平
和
プ
ロ
セ
ス
は
、
非
核
化
と
朝

鮮
戦
争
の
終
息
・
平
和
協
定
を
結
ぶ
な
ど
平

和
体
制
の
構
築
だ
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
も

民
衆
の
運
動
が
重
要
。
日
韓
の
市
民
社
会
が
、

軍
事
同
盟
や
基
地
再
編
な
ど
に
立
ち
向
か 

い
平
和
的
協
力
の
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と 

が
求
め
ら
れ
る
」
と
強
調
し
た
。 

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
て
き
た
「
共
感

の
芽
」
を
大
切
に 

ゲ
ス
ト
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
在
留
資
格
の
な
い
人

た
ち
は
給
付
金
を
受
け
取
れ
ず
、
病
院
に
も

行
け
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
難
民
問
題
は
他
人
事
で
は
な
い
と
い
う

共
感
を
育
て
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。 

 

い
の
ち
や
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
政
治
の
選
択
肢
を 

上
智
大
学
教
授
で
「
安
保
法
制
の
廃
止
と

立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
呼

び
か
け
人
の
中
野
晃
一
さ
ん
は
、
市
民
連
合

と
し
て
野
党
に
政
策
要
望(

注)

を
提
案
し

た
が
、
誰
も
が
命
と
生
活
を
守
れ
る
政
治
の

選
択
肢
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。 

（
注
）
一
〇
月
一
九
日
、
市
民
連
合
が
発
表
し

た
「
立
憲
野
党
の
政
策
に
対
す
る
市
民
連
合

の
要
望
書 

い
の
ち
と
人
間
の
尊
厳
を
守

る
『
選
択
肢
』
の
提
示
を
」
は
三
面
に
掲
載
。 

菅
政
権
に
よ
る
平
和
と
憲
法
の
破
壊

に
正
面
か
ら
た
ち
む
か
う 

日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
さ
れ
た

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
の
小
沢
隆
一

さ
ん
は
、
法
治
主
義
を
破
壊
し
人
事
権
に
よ

る
強
権
支
配
は
憲
法
の
危
機
で
あ
り
、
平
和 

と
憲
法
の
破
壊
に
正
面
か
ら
た
た
か
っ
て 

い
く
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。 

二
〇
二
〇
年 

日
本
平
和
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
・
全
体
集
会 

軍
事
的
な
安
全
保
障
か
ら 

「
人
間
の
安
全
保
障
」
へ 

石
川
県
平
和
委
員
会
・
事
務
局
長 

柴
原
和
美 

 

【参加報告】 
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全
国
の
草
の
根
か
ら 

【
沖
縄
か
ら
の
報
告
】 

・
辺
野
古
新
基
地
建
設 

・
陸
上
自
衛
隊
の
地
対
鑑
ミ
サ
イ
ル
配
備 

全
国
か
ら
の
報
告
で
は
、
沖
縄
か
ら
辺
野

古
新
基
地
建
設
や
陸
上
自
衛
隊
の
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
の
配
備
が
狙
わ
れ
て
い
る
宮
古

島
、
石
垣
島
の
状
況
を
報
告
。
沖
縄
県
平
和

委
員
会
の
上
野
代
表
理
事
は
、
辺
野
古
新
基

地
の
国
に
よ
る
工
事
設
計
変
更
申
請
に
対

す
る
意
見
書
が
全
国
か
ら
一
万
八
九
〇
四

件
届
い
た
と
報
告
。
辺
野
古
で
座
り
込
み
を

し
て
抗
議
す
る
九
二
歳
の
女
性
の
「
日
本
は

ま
た
あ
の
戦
争
を
、
沖
縄
戦
を
し
よ
う
と
い 

                

う
の
で
す
か
。
日
本
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
死

ね
な
い
」
と
の
言
葉
を
紹
介
し
、
「
沖
縄
を

二
度
と
戦
場
に
し
な
い
と
い
う
決
意
を
ひ

き
つ
い
で
、
世
界
か
ら
戦
場
を
な
く
し
た
い
」

と
訴
え
た
。 

【
鹿
児
島
・
馬
毛
島
か
ら
の
報
告
】 

・
米
軍
空
母
機
離
発
着
訓
練
の
た
め
の
基
地

建
設 

 

鹿
児
島
県
の
「
馬
毛
島
へ
の
米
軍
施
設
に

反
対
す
る
市
民
・
団
体
連
絡
会
」
の
迫
川
事

務
局
次
長
は
、
米
空
母
艦
載
機
の
離
着
陸
訓

練
が
、
三
万
人
が
生
活
す
る
種
子
島
か
ら
一

〇
キ
ロ
の
と
こ
ろ
で
、
深
夜
三
時
ま
で
行
わ 

て
く
る
」
と
批
判
。
反
対
署
名
が
西
之
表
市 

               

れ
る
と
述
べ
、
「
腹
の
底
か
ら
怒
り
が
わ
い 

民
の
四
割
の
六
一
四
二
人
分
、
全
国
で
三
〇 

万
三
五
二
三
人
分
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
示

し
「
勝
つ
た
め
に
は
あ
き
ら
め
ず
、
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明
を
お
こ
な
っ
た
。 

【
横
田
、
首
都
圏
か
ら
の
報
告
】 

・
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
飛
行
訓
練 

 

横
田
基
地
の
現
状
に
つ
い
て
東
京
平
和

委
員
会
が
、
銃
口
を
下
に
む
け
た
米
空
軍
の

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
、
Ｃ
１

３
０
輸
送
機
の
低
空
飛
行
や
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
を
映
像
で
報
告
し
た
。 

 

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
」
千
葉
県
署 

名
推
進
委
員
会
の
金
光
さ
ん
は
、
木
更
津
駐

屯
地
に
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
、
米

海
兵
隊
オ
ス
プ
レ
イ
の
整
備
拠
点
だ
と
告

発
し
、
「
関
東
一
円
で
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
び

回
る
こ
と
に
な
る
」
と
訴
え
た
。 

 

防
衛
大
学
校
の
人
権
侵
害
裁
判
か
ら
の 

訴
え 

 

福
岡
と
神
奈
川
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る

防
衛
大
学
校
で
の
暴
行
な
ど
い
じ
め
裁
判

に
つ
い
て
原
告
と
弁
護
士
が
報
告
。
国
に
損

害
賠
償
を
求
め
福
岡
高
裁
で
争
っ
て
い
る

元
学
生
の
男
性
の
母
親
が
「
同
じ
思
い
を
さ

せ
た
く
な
い
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
発

言
。
「
反
省
も
謝
罪
も
で
き
な
い
組
織
を
憲

法
に
明
記
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
訴

え
た
。 

い
の
ち
と
暮
ら
し
最
優
先
の
政
治
を 

民
青
同
盟
埼
玉
県
委
員
会
、
北
海
道
医
労 

連
、
全
日
本
教
職
員
組
合
の
代
表
が
、
コ
ロ

ナ
と
の
た
た
か
い
、
政
府
の
教
育
介
入
に
反

対
す
る
と
り
く
み
な
ど
を
報
告
。
「
武
器
で

ウ
イ
ル
ス
は
な
く
せ
な
い
。
医
療
で
命
を
守

り
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
こ
と
を
保
障
す

る
の
が
本
当
の
安
全
保
障
だ
」
と
訴
え
た
。 

 

来
年
の
日
本
平
和
大
会
は
、
今
年
コ
ロ
ナ

で
で
き
な
か
っ
た
東
京
で
の
開
催
を
一
一

月
一
九
日
、
二
〇
日
に
予
定
し
て
い
る
。 

                     

 

【資料】 立憲野党の政策に対する市民連合の要望書（抜粋） 

Ⅳ.世界の中で生きる平和国家日本の道を再確認する 

13. 平和国家として国際協調体制を積極的に推進し、実効性ある国際秩序の構築をめ

ざす。平和憲法の理念に照らし、「国民のいのちと暮らしを守る」、「人間の安全保障」

の観点にもとづく平和国家を創造し、WHO をはじめとする国際機関との連携を重視

し、医療、公衆衛生、地球環境、平和構築にかかる国際的なルールづくりに貢献して

いく。核兵器のない世界を実現するため、「核兵器禁止条約」を直ちに批准する。国

際社会の現実に基づき、「敵基地攻撃能力」等の単なる軍備の増強に依存することの

ない、包括的で多角的な外交、安全保障政策を構築する。自衛隊の災害対策活動への

国民的な期待の高まりをうけ、防衛予算、防衛装備のあり方に大胆な転換を図る。 
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「
日
米
開
戦
の
日
」
に
つ
い
て
考
え
る 

須
藤
春
夫 

 

今
日
の
12
・
8
平
和
を
守
る
つ
ど
い
の

開
催
趣
旨
は
、
演
題
に
あ
る
よ
う
に
「
太
平

洋
戦
争
開
戦
七
九
周
年
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」

で
す
。
今
日
は
「
日
米
開
戦
の
日
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
私
は
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
野
球
や
J
リ
ー
グ
で
は
「
開
幕
」

で
す
が
、
「
開
戦
」
や
「
開
幕
」
と
い
う
言

葉
に
は
両
方
が
対
等
の
立
場
で
ゲ
ー
ム
が

始
ま
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
真
珠
湾
を
奇
襲
攻
撃
し
た
の
は
日
本

で
す
。
戦
争
は
ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、
戦
争
を

仕
掛
け
、
戦
い
に
導
く
勢
力
が
必
ず
存
在
し

ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
「
日
米
開
戦
」 

の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
正
確
に
伝
え
て
い 

く
の
か
で
す
。 

今
朝
の
朝
日
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
は
「
日
米

開
戦 

今
年
で
七
九
年
」
で
す
が
、
主
な
記

事
は
戦
争
に
従
事
し
た
方
の
回
顧
録
に
終

わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
は

わ
か
る
が
、
誰
が
戦
争
を
起
こ
し
た
の
か
、

戦
争
の
責
任
に
ふ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
東
京
新
聞
（
北
陸
中
日
新

聞
）
の
今
日
の
社
説
は
「
鶴
彬
獄
死
の
末
に

あ
る
戦
―
―
開
戦
の
日
に
考
え
る
」
で
す
。

鶴
彬
が
言
論
弾
圧
に
あ
っ
て
獄
死
し
た
こ

と
と
、
今
の
菅
政
権
に
よ
る
学
術
会
議
任
命

拒
否
、
学
問
の
自
由
へ
の
権
力
の
介
入
が
戦

争
へ
の
道
に
つ
な
が
る
こ
と
を
き
ち
っ
と

指
摘
し
て
い
る
。
東
京
新
聞
も
「
開
戦
」
の

文
言
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
開
戦
が
ど
の

よ
う
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
を
社
説
で
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
安
倍
前
政
権
以
降
、
日
本
学
術
会
議
の

会
員
人
事
へ
の
政
府
の
介
入
や
、
政
府
に
批

判
的
な
報
道
や
表
現
の
自
由
へ
の
圧
力
が

続
き
ま
す
。
今
年
は
戦
後
七
五
年
で
す
が
、

戦
後
で
は
な
く
、
む
し
ろ
戦
前
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
動
き
で
す
。
戦
後
制
定
さ
れ
た

憲
法
の
平
和
主
義
は
、
国
内
外
に
多
大
な
犠

牲
を
強
い
た
戦
争
の
反
省
に
基
づ
く
も
の

で
す
。
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
。
そ
の
決
意
の
重
み
を
、
い
つ
に
も
増
し

て
感
じ
る
開
戦
の
日
で
す
。」 

こ
の
よ
う
に
学
問
や
言
論
、
表
現
に
対
す 

る
弾
圧
は
、
戦
争
へ
の
道
に
つ
な
が
る
こ
と

が
歴
史
の
教
訓
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

し
て
い
ま
す
。 

「
開
戦
の
日
」
に
は
、
先
の
戦
争
が
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
っ
た
の
か
、
現
在
の
私
た

ち
の
足
元
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
を
併
せ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
全
国
紙
で

は
こ
の
よ
う
な
視
点
で
論
説
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は

12
・
8
の
つ
ど
い
で
、「
開
戦
の
日
」
に
つ

い
て
お
互
い
に
認
識
し
あ
う
こ
と
が
大
切

で
す
。 

◎
編
集
部
よ
り
…
本
稿
は
一
二
月
八
日
、

石
川
県
平
和
と
労
働
会
館
で
開
か
れ
た

「
12
・
8
平
和
を
守
る
つ
ど
い
」
で
の

須
藤
春
夫
氏
（
戦
争
を
さ
せ
な
い
石
川
の

会
事
務
局
長
）
の
主
催
者
挨
拶
で
す
。 

 

編
集
者
・
大
川
陽
一
さ
ん
が
語
る 

『
記
憶
の
灯
り 

希
望
の
宙
へ
』 

「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
例
会
」
に
て  

戦
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
記
憶
の
灯
り 

希

望
の
宙
へ
』
の
ね
ら
い
と
概
要
な
ど
、
全
体

像
は
目
次
の
見
開
き
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
。
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
の
一
五 

〇
年
の
中
か
ら
「
一
五
年
戦
争
」
と
「
戦 

後
」
に
絞
っ
て
編
集
し
ま
し
た
。「
一
五
年 

 

戦
争
」
と
は
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
か
ら

一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
。 

こ
の
よ
う
な
編
成
に
な
っ
た
経
緯
は
、
二

〇
一
八
年
一
二
月
に
「
い
し
か
わ
の
戦
争
と

平
和
」
編
集
委
員
会
が
発
足
し
た
当
初
は
、

以
前
に
県
平
和
委
員
会
が
刊
行
し
た
「
石
川

県
平
和
ガ
イ
ド
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
及
び
「
戦
争
と
金

沢
」
の
改
訂
版
を
作
成
す
る
予
定
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
二
〇
一
九
年
三
月
頃
、
戦
争
を
さ

せ
な
い
石
川
の
会
呼
び
か
け
人
の
莇
昭
三

先
生
か
ら
「
戦
跡
マ
ッ
プ
の
改
訂
版
だ
け
で

は
手
に
し
た
人
が
、
『
あ
の
よ
う
な
戦
争
は

二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
』
と
胸
の
底

か
ら
の
決
意
に
至
ら
な
い
の
で
は
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
先
の
大
戦
、「
一

五
年
戦
争
」
の
意
味
を
再
確
認
し
て
も
ら
っ

た
上
で
石
川
県
内
の
戦
跡
を
紹
介
し
て
は

ど
う
か
、
と
の
提
案
で
し
た
。
私
た
ち
編
集

委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
賛
同
し
て
、
「
一
五
年

戦
争
」
に
焦
点
を
当
て
、「
加
害
の
歴
史
」 

及
び
「
被
害
の
歴
史
」
に
つ
き
、
キ
ー
ワ
ー 

ド
毎
に
記
述
し
ま
し
た
。 

非
核
・
平
和
の
ひ
ろ
ば 

12・8 平和のつどいにて 
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本
文
に
入
る
前
に
明
治
維
新
か
ら
の
一

五
〇
年
を
辿
る
「
年
表
」
を
戦
前
七
五
年
、

戦
後
七
五
年
に
分
け
て
掲
載
し
ま
し
た
。
年

表
で
特
に
重
視
し
た
の
は
一
九
三
一
年
か

ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
「
一
五
年
戦
争
」
で

す
。
こ
の
以
前
か
ら
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
日
本

が
植
民
地
支
配
し
た
時
代
が
あ
り
、
そ
の
延

長
線
上
に
「
一
五
年
戦
争
」
が
あ
り
、
満
州

事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
へ
と
侵
略
戦
争
に
突
き
進
ん
で

い
っ
た
こ
と
。
ま
た
戦
後
編
で
大
事
な
と
こ

ろ
は
、
平
和
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
が
す
ぐ
に

戦
前
に
回
帰
す
る
、
逆
流
の
動
き
が
生
ま
れ
、

今
に
至
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
九
四
五
年

八
月
一
五
日
、
敗
戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

は
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
一
五
〇
年
間
は
戦

争
状
態
の
ま
ま
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
こ
れ
を
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

そ
の
後
、
本
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
も
と

づ
き
、
ポ
イ
ン
ト
解
説
が
あ
り
、
参
加
者
と

の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
編
集
者
の
方
々
の
大
変
な
ご
努
力
に
感

謝
と
敬
服
し
ま
す
」
「
戦
争
や
今
の
平
和
問

題
が
よ
り
自
分
と
地
続
き
で
あ
り
、
時
間
的

に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
」
「
学
校
の
教
科
書
で
わ
か
ら
な
か
っ

た
民
衆
の
歴
史
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
「
戦

跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
貴
重
な
参
考
図

書
に
な
る
」
「
絵
や
詩
や
写
真
も
素
敵
で
し

た
」
「
こ
の
冊
子
を
も
と
に
学
習
会
や
戦
跡

め
ぐ
り
が
で
き
な
い
か
」
と
高
い
評
価
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
へ
の
要
望

と
し
て
「
中
学
生
が
読
め
る
よ
う
な
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
」「
戦
跡
マ
ッ
プ
の
最
新
版
」

「
ウ
ェ
ブ
検
索
を
可
能
に
」
等
々
、
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 
 

（
ま
と
め 

神
田
順
一
） 

◎
一
二
月
五
日
、
近
江
町
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
た
平
和
サ
ー
ク
ル
「
む
ぎ
わ
ら
ぼ

う
し
」
例
会
の
報
告
で
す
。 

 

石
川
県
内
に
残
さ
れ
た 

「
戦
争
碑
」
と
憲
法 

佐
藤
公
男 

 

『
記
憶
の
灯
り 

希
望
の
宙
へ
』
に
掲
載

さ
れ
た
戦
後
建
立
の
戦
争
碑
に
は
様
々
な

文
言
が
あ
り
ま
す
。
石
川
護
国
神
社(

金
沢 

 

市
出
羽
町)

大
東
亜
聖
戦
大
碑
の
「
聖
戦
」
、

皆
月
海
軍
望
楼(

輪
島
市
門
前
町)

旧
海
軍

望
楼
跡
の
「
太
平
洋
戦
争
」
、
小
松
海
軍
航

空
隊
予
科
練
之
碑(

加
賀
市
新
保
町)

の
「
太

平
洋
戦
争
」、
機
雷
戦
災
者
之
碑(

輪
島
市
門

前
町)

戦
災
者
之
碑
の
「
大
東
亜
戦
争
」
な

ど
の
表
記
で
す
。
碑
文
の
多
く
が
天
皇
制
思

想(

太
平
洋
戦
争
・
大
東
亜
戦
争)

な
ど
の
表

記
で
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
日
本
国
民
の

生
死
観
や
生
活
の
中
に
無
意
識
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
「
歴
史
認
識
」
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

先
の
戦
争
を
、
聖
な
る
戦
い
「
聖
戦
」
で

あ
る
と
賛
美
す
る
聖
戦
大
碑
は
、
再
び
戦
争

へ
の
道
を
開
き
日
本
国
憲
法
の
精
神
か
ら

逸
脱
す
る
も
の
で
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
旧
海
軍
潜
水

学
校
七
尾
分
校
之
碑(

三
二
頁)

で
す
。
こ
の

碑
は
中
能
登
町
に
生
ま
れ
旧
満
州
国
の
関

東
軍
司
令
部
に
勤
務
し
、
戦
後
は
北
陸
中
日

新
聞
記
者
を
務
め
た
道
善
兵
一
郎
氏
な
ど
、

普
通
科
潜
航
術
水
雷
分
隊
ベ
ン
ト
の
会
有

志
が
一
九
九
九(

平
成
一
一)

年
春
に
建
立

し
た
も
の
で
す
。 

碑
文
に
は
、
「
一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年

八
月
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
を
、

穴
水
町
中
居
で
迎
え
た
。（
中
略
） 

私
達
の

体
験
を
形
あ
る
も
の
と
し
て
次
代
に
伝
え

よ
う
と
穴
水
町
の
協
力
を
得
、
こ
こ
に
不
戦

の
誓
い
も
新
た
に
、
反
戦
平
和
の
訴
え
の
シ 

 

ン
ボ
ル
と
し
て
の
記
念
碑
を
建
立
し
た
。
日

本
と
世
界
の
人
々
に
、
発
信
し
つ
づ
け
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
先
の
戦
争
を
実
態
に
即
し
て

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
と
規
定
し
、
反

戦
平
和
の
記
念
碑
と
し
て
日
本
と
世
界
に

発
信
し
て
い
ま
す
。
道
善
氏
は
新
聞
社
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
二
度
と
戦
争
国
家
に
な
っ

て
は
い
か
ん
。
良
い
戦
争
も
悪
い
戦
争
も
全

て
は
後
か
ら
理
屈
を
付
け
ら
れ
る
。
戦
争
は

絶
対
に
反
対
で
す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
道

善
氏
や
ベ
ン
ト
会
有
志
の
平
和
憲
法
を
希 

求
す
る
言
葉
が
刻
ま
れ
た
「
旧
海
軍
潜
水
学

校
七
尾
分
校
之
碑
」
を
訪
ね
た
い
も
の
で
す
。 

 

『
記
憶
の
灯
り 

希
望
の
宙
へ
』
に
は
新

発
見
の
戦
争
遺
跡
の
紹
介
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
一
か
所
が
、
穴
水
町
麦
ケ
浦
に
建

設
さ
れ
た
水
中
特
攻
「
蛟
龍
」
基
地
で
す
。

旧海軍潜水学校七尾分校之碑＝穴水町中居 

 

魚雷格納庫跡＝穴水町麦ヶ浦 
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海
軍
潜
水
学
校
生
の
一
部
が
地
元
の
民
家

に
分
宿
し
、
極
秘
に
基
地
建
設
に
従
事
し
ま

し
た
。
防
衛
研
究
所
に
残
さ
れ
た
「
舞
鶴
海

軍
施
設
部
引
渡
目
録
」
に
二
二
㍍
魚
雷
格
納

庫(

未
完
成)
が
四
本
、
魚
雷
調
整
所
や
六
一

五
㍍
専
用
道
路
が
建
設
さ
れ
た
と
あ
り
、

「
蛟
龍
」
は
約
一
一
〇
隻
が
配
備
さ
れ
本
土

決
戦
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
「
命
を
軽
視
す

る
戦
争
に
未
来
は
な
い
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ

「
エ
ー
ル
」
の
セ
リ
フ
で
す
が
、
人
権
を
無

視
し
た
水
中
特
攻
部
隊
が
石
川
県
内
で
も

配
備
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

ま
た
、
海
軍
小
松
飛
行
場
か
ら
は
神
雷
部

隊
が
「
桜
花
」
と
共
に
無
謀
な
特
攻
、
航
空

隊
の
予
科
練
生
約
１
０
０
人
は
人
間
機
雷

「
伏
龍
隊
」
に
組
み
込
ま
れ
横
須
賀
に
移
動
、

実
戦
投
入
は
な
か
っ
た
が
、
訓
練
中
に
多
く

の
若
者
が
生
命
を
落
と
し
ま
し
た
。 

（
「
い
し
か
わ
の
戦
争
と
平
和
」
編
集
委
員
） 

  

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

対
米
従
属
の
起
源 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
谷
公
作 

  

最
近
、『
対
米
従
属
の
起
源 

「
一
九
五
九

年
米
機
密
文
書
」
を
読
む
』
（
谷
川
建
司
・

須
藤
遙
子 

編
訳
、
大
月
書
店

2
0

1
9

.5
.1

5

発
行
、
以
下
「
機
密
文
書
」
）
を
読
む
機
会

が
あ
っ
た
。
米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
機
密

解
除
文
書
「
マ
ー
ク
・
メ
イ
報
告
書
」（
注
1
）

の
全
訳
、「
精
査
報
告
」（
注
2
）
の
部
分
訳

及
び
編
者
・
訳
者
の
解
説
か
ら
な
る
四
六
判

四
一
〇
頁
超
の
労
作
で
あ
る
。 

 

何
が
書
か
れ
て
い
る
か
。
や
や
長
く
な
る

が
「
ま
え
が
き
」
の
一
部
を
引
用
し
て
紹
介 

し
た
い
。 

「
マ
ー
ク
・
メ
イ
報
告
書
に
は
、
日
米
安

保
条
約
改
定
前
夜
に
ア
メ
リ
カ
が
「
文
化
」

の
名
の
も
と
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
日
本

で
行
っ
た
の
か
が
生
々
し
く
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
「
文
化
工
作
」
と
言
っ
て
も
言 

い
す
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
や
留
学
生
奨
学
金
制

度
と
い
っ
た
穏
や
か
な
も
の
か
ら
、
影
響
力

の
あ
る
文
化
人
・
大
学
人
へ
の
接
触
、
関
与

を
秘
匿
し
て
の
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
情

報
提
供
や
映
画
製
作
と
い
う
陰
謀
め
い
た

も
の
ま
で
、
そ
の
種
類
や
範
囲
は
相
当
幅
広 

い
」 私

は
特
に
、U

S
IS

-J
A

P
A

N

（
※
）
の
第

一
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
日
本
の
知
識
人

層
へ
の
工
作
が
巧
妙
か
つ
系
統
的
持
続
的

に
行
わ
れ
た
事
例
に
注
目
し
た
。
吉
川
幸
次

郎
、
大
石
良
雄
、
堀
江
保
蔵
、
高
坂
正
顕
、

猪
木
正
道
な
ど
、
七
〇
代
以
上
の
人
な
ら
一

度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
名
前
か
と
思
う

が
、
い
ず
れ
も
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年

代
に
か
け
て
教
授
と
し
て
在
職
し
た
京
都

大
学
で
〝
左
翼
系
教
授
陣
と
学
生
た
ち
〟

と
闘
っ
た
面
々
で
あ
り
、
機
密
文
書
の
事
例

報
告
各
所
に
登
場
す
る
。
彼
ら
の
多
く
は
ガ

リ
オ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
、

民
間
等
の
奨
学
金
に
よ
る
米
国
留
学
経
験

者
で
あ
り
、
帰
国
後
も
米
国
の
最
先
端
研
究

資
料
を
優
先
的
に
供
与
さ
れ
て
名
を
遺
し

た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
米
国
側
か
ら
の
工
作

事
例
報
告
の
内
容
は
実
に
生
々
し
く
、
半
ば

予
想
し
て
い
た
と
は
い
え
慄
然
と
さ
せ
ら

れ
た
。 

米
国
立
公
文
書
館
に
は
「
ど
ん
な
に
細
か

な
メ
モ
で
も
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
に
ま
ず
は
驚
愕
し
、
機
密
文
書
で
あ
っ
て

も
い
ず
れ
は
必
ず
公
開
す
る
と
い
う
姿
勢

に
も
圧
倒
さ
れ
る
。
ま
さ
に
民
主
主
義
・
自

由
主
義
を
掲
げ
る
ア
メ
リ
カ
の
面
目
躍
如

で
あ
る
」
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
の
編
訳
者
の

感
想
も
目
に
し
た
。
公
文
書
の
改
ざ
ん
や
廃

棄
を
平
然
と
行
う
非
民
主
的
で
独
裁
的
な

政
権
の
存
続
を
ゆ
る
し
て
い
る
日
本
国
民

の
一
人
と
し
て
、
忸
怩
た
る
思
い
に
駆
ら
れ

た
。 

（
注
1
）‘R

e
p

o
rt o

n
 U

S
IS

-J
A

P
A

N
 b

y
 

M
a

rk
 A

.M
a

y,J
u

n
e
-J

u
ly,1

9
5

9
’ 

（
注
2

）‘In
sp

e
ctio

n
 

R
e
p

o
rt, 

U
S

IS
 

J
A

P
A

N
 M

a
y
2

0
,1

9
6

1
’ 

※
「U

S
IS

（U
n

ite
d

 S
ta

te
s In

fo
rm

a
tio

n
 

S
e
rv

ice
,

ア
メ
リ
カ
広
報
・
文
化
交
流
局
）

と

は

、

U
S

IA

（

U
n

ite
d

 
S

ta
te

s 

In
fo

rm
a

tio
n

 
A

g
e
n

cy,

ア
メ
リ
カ
広
報
・

文
化
交
流
庁
）
の
各
国
機
関
を
指
し
、
そ
の

業
務
内
容
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
含
む
広
い

意
味
で
の
情
報
活
動
と
さ
れ
る
。 

 〝
つ
い
に
実
現
〟 

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化 

中
谷
松
助 

  

 

つ
い
に
、
志
賀
町
で
子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
が
実
現
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
大

な
り
小
な
り
、
基
本
的
に
実
施
し
て
い
る
子

ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
、
志
賀
町
で
は

九
月
の
議
会
で
小
泉
勝
町
長
が
来
年
度
か

ら
準
備
で
き
次
第
、
実
施
す
る
と
明
言
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
声

と
し
て
五
年
半
に
わ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
の
議

会
で
要
求
し
て
参
り
ま
し
た
。
担
当
課
長
は

「
一
六
回
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

で
私
も
地
元
で
悪
く
言
わ
れ
な
い
で
す
み
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ま
す
」
と
の
こ
と
。
や
は
り
当
局
さ
ん
も
気

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

思
え
ば
や
は
り
、
要
求
は
実
現
す
る
ま
で

し
つ
こ
く
す
る
も
の
で
す
ね
。
ま
た
今
次
の

コ
ロ
ナ
禍
が
一
つ
の
契
機
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。 

 

次
は
、
学
校
の
少
人
数
学
級
の
実
現
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
求
め
て
参
り
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
の
は
当
然
で
あ
り

ま
す
。 

  

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

サ
イ
タ  

サ
イ
タ 

新
保
美
恵
子  

 

予
報
通
り
に 

今
日
も
雨 

な
に
も
か
も
が 

雨
に
打
た
れ
て
い
る 

 

過
去
最
多 

感
染
者
数
も 

死
者
数
も 

私
は
憶
え
ら
れ
な
い 

 

お
散
歩
に
も
行
け
な
い 

タ
タ
ミ
に
寝
転
ん
で 

今
日
も 

チ
ョ
コ
と 

 

四
月
か
ら
通
院
を
始
め
た
私
の
素
顔
を 

医
師
は
知
ら
な
い 

私
も
ま
た
医
師
の
顔
を
知
ら
な
い 

そ
の
ま
ま
七
月
が
終
わ
っ
て 

 

マ
ス
ク
は
私
を
覆
い
私
を
隠
し 

あ
な
た
を
覆
い
あ
な
た
を
隠
し 

私
は
う
ま
く
喋
れ
な
い 

患
部
が
ず
る
ず
る
と
拡
が
っ
て
い
く 

 
公
園
に
も
コ
ン
ビ
ニ
に
も 

降
り
し
き
る
通
り
に
も
誰
も
い
な
い 

ガ
ラ
ス
戸
に
鼻
を
す
り
寄
せ
て
眺
め
て
い

る 確
か
め
る
よ
う
に
私
を
振
り
返
っ
て 

 

降
り
は
じ
め
て
降
り
続
い
て 

感
染
者
数
と
死
者
数
が 

並
ん
で
Ｔ
Ｖ
画
面
に
出
て
も 

数
え
ら
れ
な
い 

 

サ
イ
タ 

サ
イ
タ 

全
身
を
雨
に
打
た
せ 

黄
色
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
が
揺
れ 

ば
ぉ
っ
と
煙
る
中
で
大
輪
が
騒
め
い
て
い

る 

 

                              

                              

 

月 日 曜 時 集会・行事内容 会場

12 23 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

1 金・休日 10:00 核兵器廃絶元日署名 金沢市尾山町・尾山神社前

6 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

11 月・休日 14:00

非核の政府を求める会／結成35年記念・新春シンポジウム

「核兵器禁止条約発効から完全廃絶を、被爆国の真価発揮の

とき」

オンライン開催

（詳しくは案内チラシを参照ください）

17 日 10:00 核兵器禁止条約発効おめでとうアクション 金沢市青草町・近江町市場エムザ口附近

20 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

22 金 0:00 核兵器禁止条約発効

30 土 15:00 日朝協会石川県支部総会 金沢市香林坊・石川県教育会館2階

3 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

6 土 10:00 むぎわらぼうし例会・歴史紙芝居「戦いはまだ終わらない」 金沢市青草町・近江町交流プラザ4階研修室

11 木・休日 14:00 「建国記念の日」平和を守るつどい／講師　池内了さん 金沢市三社町・石川県女性センター2階集会室

17 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

労働学校　明日、未来を切り拓く学習会① 金沢市鞍月

　第1回講座 「労働運動」労働者教育協会　山田敬男さん 　地場産業振興センター新館第10研修室

労働学校　明日、未来を切り拓く学習会② 金沢市鞍月

　第2回講座 「経済学」金沢大学名誉教授　伍賀一道さん 　地場産業振興センター新館第12研修室

労働学校　明日、未来を切り拓く学習会③ 金沢市鞍月

　第3回講座 「哲学」関西勤労者教育協会　箕作勝利さん 　地場産業振興センター本館第７研修室

＊祝日は休日とします　＊毎週金曜日 18：30どいね原発アピール行動 金沢駅兼六園口　＊毎月15日石川県沖縄連帯デ― 12：00

*会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中　年会費 2,000円　ゆうちょ銀行口座　00760－0－15689　　

13

17

土

土

土

13:30

13:30

13:30

非核・平和の掲示板　

　日本政府に核兵器禁止条約の署名と批准を求める署名運動中

1

2

3

4

20
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い
し
か
わ
の
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
⑮ 

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー 

 

中
西  

優 

 

  

能
登
半
島
の
入
り
口
に
あ
り
、
美
し
い
海

岸
線
が
広
が
る
内
灘
町
。
全
国
的
に
は
戦
後

の
米
軍
基
地
反
対
闘
争
の
さ
き
が
け
と
な

っ
た
「
内
灘
闘
争
」
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

戦
後
、
一
九
五
二
年
に
試
射
場
の
候
補
地

と
し
て
米
軍
に
よ
る
接
収
が
明
ら
か
に
な

る
と
、
地
域
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
拡
大
。

「
金
は
一
年
、
土
地
は
万
年
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
デ
モ
や
座
り
込
み
が
続
け
ら
れ
、
接
収

反
対
の
世
論
が
広
が
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
運
動
は
住
民
の
声
と
運
動
が
政
治

を
動
か
し
た
と
同
時
に
、
そ
の
後
の
基
地
反

対
闘
争
を
勇
気
づ
け
た
と
い
う
面
で
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
五
回
に
わ
た
り
「
い
し
か
わ
の
戦
争
遺

跡
め
ぐ
り
」
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

本
号
で
一
区
切
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

県
内
の
美
し
い
風
景
の
す
ぐ
そ
ば
に
戦

争
の
爪
痕
が
残
っ
て
い
て
、
意
識
し
て
語
り

継
が
な
け
れ
ば
記
憶
の
奥
へ
埋
も
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
少

し
で
も
感
じ
て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

 

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
戦
争
遺

跡
マ
ッ
プ
『
記
憶
の
灯
り 

希
望
の
宙
へ
』

に
は
、
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
ほ
か
に
も
ス 

ポ
ッ
ト
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
内
の
戦

跡
め
ぐ
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。 

編
集
室
よ
り  

◎
新
型
ウ
イ
ル
ス
で
大
混
乱
の
一
年
だ
っ

た
が
早
や
本
年
最
終
号
。
核
兵
器
禁
止
条
約

が
新
年
早
々
発
効
す
る
の
は
今
年
最
大
の

福
音
の
一
つ
で
あ
り
、
「
発
効
お
め
で
と
う

ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
知
ら
せ
る
号
で
締
め
く
く

れ
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
。
こ
の
人
類
史
に

刻
ま
れ
る
運
動
の
成
果
は
、
や
は
り
歴
史
を

動
か
す
の
は
市
民
の
チ
カ
ラ
に
他
な
ら
な

い
こ
と
を
示
す
も
の
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て

確
か
め
あ
っ
て
、
新
た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を

心
豊
か
に
め
く
ろ
う
で
は
な
い
か
。（
中
） 

  

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 

広
瀬
勝
子 

 

 

 

                            

 

 

夕日が美しい内灘海岸 着弾地の観測所跡＝内灘町 

             

一
九
八
八
年
、
金
沢
市
立
十
一
屋
小
学
校
六

年
一
組
（
故
・
金
森
俊
朗
学
級
）
の
児
童
は
、

故
・
岩
佐
幹
三
氏
（
石
川
県
原
爆
被
災
者
友

の
会
初
代
会
長
）
よ
り
五
時
間
に
及
ぶ
授
業

で
被
爆
証
言
と
被
爆
者
運
動
を
聞
き
取
り
、

四
八
枚
の
紙
芝
居
を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の

三
二
年
前
の
紙
芝
居
を
元
に
、
「
平
和
の
子

ら
」
委
員
会
が
、
二
六
枚
（
被
爆
体
験
編
一

七
枚
、
戦
後
・
被
爆
者
運
動
編
九
枚
）
に
再

編
し
た
の
が
、
紙
芝
居
「
戦
い
は
ま
だ
終
わ

ら
な
い
」
で
す
。 

こ
の
紙
芝
居
は
「
い
の
ち
の
授
業
」
で
有

名
な
金
森
俊
朗
氏
に
よ
る
貴
重
な
学
習
実
践

資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
岩
佐
幹
三
氏
の
壮

絶
な
被
爆
体
験
、
戦
後
の
被
爆
者
運
動
を
次

代
に
継
承
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◎
詳
細
は
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

子どもたちが学び、子どもたちが描いた 

被爆証言紙芝居「戦いはまだ終わらない」 

 


